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耐震性貯水槽と可搬式小型動力
ポンプを整備

～宝くじ助成事業を活用～
　火災時の水利確保や災害時の生活雑用水として使用
できる耐震性貯水槽を、山本多目的集会施設（国府町
山本）に整備しました。今年度もう１カ所整備する久々野
支所（久々野町無数河）は支所建設に合わせて今年度
中に整備します。
　また、耐震性貯水槽の整備に合わせて、小型動力ポ
ンプを各自主防災組織に引き渡しますが、このポンプ
一式は平成29年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事
業）を受けて整備しました。
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。
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消防団車両を更新（朝日支団・国府支団）
　小型ポンプ積載車の更新に伴う消防団への車両受渡式が11月
17日に行われ、朝日支団の浅井・大廣班と国府支団の三川班にそ
れぞれ配備されました。
　受渡式で三

み

宅
やけ

良
よし

一
かず

消防団長は「新しい車両とポンプ操作を熟
知し、有事の際に万全を期すとともに、地域防災の要として、地域
住民の負託に応えるべき活躍を期待します」と各団員に訓示しまし
た。
　市では、今後とも計画的に車両の整備を進めます。

問合先 防災課
☎32–0119

　宝くじの収益金は、広く社
会のために役立っています。

引き渡されたポンプ一式の操作を学ぶ山本自主防災
組織の皆さん（山本多目的集会施設）
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。
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住宅用火災警報器
は作動しますか？
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検
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。
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。
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周
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に
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た
り
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げ
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な
い
で
く
だ
さ
い
。

　購入の際は、NSマーク
付き（日本消防検定協会
の規格に合格した製品）
の住宅用火災警報器を
推奨します。

国府支団三川班朝日支団浅井・大廣班

問合先 消防総務課　☎34–3792


